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いことを見出した。特に、狭食性種  D. sechellia と  D. elegans の蛹までの発生率
は、餌中の炭水化物の比率が高くなるにつれて顕著に低下した。そこで、これらの種
の自然界での餌の成分解析を行ったところ、広食性種  D. melanogaster の餌には高




そこで、広食性種  D. melanogaster で近年報告された炭水化物への応答機構、
TGF-β /Activin シグナル伝達経路に着目した。D. melanogaster における  Activin 
のホモログの一つである  Dawdle (Daw) の変異体では、狭食性種  D. sechellia 及び  
D. elegans と同様に、餌中の炭水化物の比率の増加に伴い蛹までの発生率が低下し
た。さらに、遺伝子発現と代謝産物の網羅的比較を行った結果、狭食性種  D. sechellia 
は  TGF-β /Activin 経路を含む炭水化物への応答機構に異常がある可能性が示唆され
た。広食性種  D. melanogaster の野生型は、炭水化物への応答機構を介して全身の
各組織で様々な代謝酵素遺伝子の発現量を調節し、異なる餌条件下でも代謝の恒常性
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